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【方法】ラットを control群(n = 5)、plasmin群(n = 7)、non-plasmin群(n = 7）の 3群に分け
た。plasmin群と non-plasmin群では、十分な麻酔後、心停止を導入した。さらに、120分の温虚
血後、肺をフラッシュして心肺ブロックを摘出し、ラットEVLPに接続し、40分間の空気による換








【結果】EVLP 灌流液中の FDP値は plasmin投与群で有意に高値であり、フィブリン化血栓の溶解
が示された(p < 0.01)。EVLP中の肺血管抵抗はplasmin群で有意に低値を示した(p < 0.01)。動肺
コンプライアンスは plasmin 群で高値を維持した(p < 0.01)。肺水腫を表す肺重量の増加は
non-plasmin群で上昇がみられたが、plasmin群では上昇はみられなかった(p < 0.001)。肺の酸素
化は plasmin 群で良好であった(p < 0.05)。血液での再灌流後のデータは、EVLP 中のデータを反
映していた。肺血管抵抗と肺の酸素化は EVLP中と再灌流中で正の相関がみられた(R = 0.64、R = 
0.56)。しかし、動肺コンプライアンスでは相関がみられなかった(p = 0.08)。病理所見では
non-plasmin 群では血栓の残存と一本鎖 DNA 染色で apoptosis 細胞が多数みられ、caspase 3/7 
activity も有意に高値を示した(p < 0.001)。一方、plasmin 群では血栓の残存および apoptosis
細胞は少なく、比較的正常な組織が保たれていた。 
caspase 3/7活性は有意に抑制され、plasminによる虚血再灌流障害軽減効果が確認できた。 





することに着目し、「ドナー肺に存在する血栓をEx Vivo Lung Perfusion(EVLP)中に溶解
することで、肺の虚血再灌流障害を軽減し得る」という仮説をたて研究を行った。まず、血栓によ











したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 






 要旨公開可能日：      年   月   日 以降 
